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非償却導入議論の参考に
のれんの減損における
日本・ＩＦＲＳ基準間比較と
決算実務上の対応

こ
の
記
事
の
エ
ッ
セ
ン
ス

●日本基準では、のれんを償却するとともに、減損の兆候がある場合に認識の判定を
行う。

●IFRS会計基準では、のれんは償却されないが、減損の兆候がある場合のみでなく毎
年減損テストが行われる。また、のれんの減損テストに関する詳細な開示要求がある。

●仮に日本基準にのれんの非償却が導入され、兆候の有無にかかわらず認識の判定を
行うことになる場合には、将来キャッシュ・フローの算定や正味売却価額算定のた
めの資産の鑑定評価の入手などに係る時間や費用の増加などが想定されるが、毎年
必要な業務として必要十分な手続を適切に行う内部統制の構築が必要となると考え
られる。

EY新日本有限責任監査法人
公認会計士

加藤　圭介
EY新日本有限責任監査法人
公認会計士

物井　一真

は
じ
め
に

昨
今
、
経
済
界
か
ら
の
要
望
な
ど
に
よ

り
、
日
本
基
準
に
お
い
て
も
の
れ
ん
の
非

償
却
を
導
入
す
る
か
等
の
議
論
が
さ
れ
て

い
る
。
本
稿
で
は
、
仮
に
日
本
基
準
に
の

れ
ん
の
非
償
却
が
導
入
さ
れ
た
場
合
、
の

れ
ん
の
減
損
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る

か
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
日
本
基
準
お

よ
び
国
際
財
務
報
告
基
準（
以
下
、「
Ｉ
Ｆ

Ｒ
Ｓ
会
計
基
準
」と
い
う
）に
お
け
る
の
れ

ん
の
減
損
の
定
め
を
各
基
準
の
趣
旨
を
踏

ま
え
て
整
理
す
る
と
と
も
に
、
決
算
実
務

上
の
対
応
に
つ
い
て
比
較
し
な
が
ら
解
説

す
る
。

な
お
、
文
中
の
意
見
に
わ
た
る
部
分
に

つ
い
て
は
、
筆
者
の
私
見
で
あ
る
旨
、
あ

ら
か
じ
め
申
し
添
え
る
。

日
本
基
準
に
お
け
る

の
れ
ん
の
減
損

⑴
　
の
れ
ん
の
定
義
お
よ
び
性
質

の
れ
ん
は
、
企
業
ま
た
は
事
業
を
取
得

す
る
取
引
に
お
い
て
、そ
の
取
得
原
価
が
、

受
け
入
れ
た
資
産
お
よ
び
引
き
受
け
た
負

債
に
配
分
さ
れ
た
純
額
を
上
回
る
場
合
の

超
過
額
と
定
義
さ
れ
て
い
る（
企
業
会
計

基
準
21
号「
企
業
結
合
に
関
す
る
会
計
基

準
」（
以
下
、「
企
業
結
合
会
計
基
準
」と
い

う
）31
項
）。
こ
の
よ
う
に
の
れ
ん
は
会
計

処
理
に
よ
っ
て
生
じ
る
差
額
で
あ
る
が
、

そ
の
性
質
は
、
法
律
上
の
権
利
等
に
よ
る

裏
づ
け
の
な
い
超
過
収
益
力
や
被
取
得
企

業
の
事
業
に
存
在
す
る
労
働
力
の
相
乗
効

果（
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
）

と
い
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る（
企
業
会

計
基
準
適
用
指
針
10
号「
企
業
結
合
会
計

基
準
及
び
事
業
分
離
等
会
計
基
準
に
関
す

る
適
用
指
針
」（
以
下
、「
結
合
分
離
適
用
指

針
」と
い
う
）368
項
）。
な
お
、
商
標
権
や

商
号
と
い
っ
た
法
律
上
の
権
利
や
、
顧
客

リ
ス
ト
な
ど
の
う
ち
、
分
離
し
て
譲
渡
可

能
と
い
う
認
識
要
件
を
満
た
す
も
の
は
無

形
資
産
と
し
て
識
別
さ
れ
る
た
め
、
の
れ

ん
に
は
含
ま
れ
な
い（
結
合
分
離
適
用
指

針
368
項
）。

⑵
　
の
れ
ん
の
償
却

の
れ
ん
は
、
資
産
に
計
上
し
、
20
年
以

内
の
そ
の
効
果
の
及
ぶ
期
間
に
わ
た
っ

て
、
定
額
法
そ
の
他
の
合
理
的
な
方
法
に

よ
り
規
則
的
に
償
却
す
る
。
た
だ
し
、
の

れ
ん
の
金
額
に
重
要
性
が
乏
し
い
場
合
に

は
、
当
該
の
れ
ん
が
生
じ
た
事
業
年
度
の

費
用
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
企
業
結
合
会
計
基
準
32
項
）。
の
れ
ん
の

償
却
額
は
、
一
時
の
費
用
と
す
る
場
合
を

実  務実  務
解説



経理情報●2025.9.20（No.1754）43

含
め
販
売
費
及
び
一
般
管
理
費
に
計
上

し
、
減
損
処
理
以
外
の
事
由
で
は
特
別
損

失
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い（
結
合
分
離

適
用
指
針
76
項
⑶
）。

ま
た
、
親
会
社
の
個
別
財
務
諸
表
上
、

子
会
社
株
式
の
簿
価
を
減
損
処
理
し
た
場

合
に
連
結
財
務
諸
表
に
お
け
る
当
該
子
会

社
に
係
る
の
れ
ん
を
一
時
償
却
す
る
定
め

が
あ
る（
移
管
指
針
４
号「
連
結
財
務
諸
表

に
お
け
る
資
本
連
結
手
続
に
関
す
る
実
務

指
針
」32
項
）。
当
該
償
却
費
に
つ
い
て
も

原
則
と
し
て
販
売
費
及
び
一
般
管
理
費
に

計
上
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
臨
時

的
か
つ
巨
額
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
り
、

か
つ
、
実
質
的
な
内
容
が
減
損
と
同
様
で

あ
る
場
合
に
は
、
特
別
損
失
に
て
計
上
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る（
企
業
会
計
原
則

注
解［
注
12
］、
企
財
審
査
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
６
─

１
号
２
、
金
融
庁「
平
成
25
年
度
有
価
証

券
報
告
書
レ
ビ
ュ
ー
の
重
点
テ
ー
マ
審
査

及
び
情
報
等
活
用
審
査
の
実
施
結
果
に
つ

い
て
」⒊
⑵
イ
）。

⑶
　
の
れ
ん
の
減
損

①　

の
れ
ん
の
分
割

の
れ
ん
を
認
識
し
た
取
引
に
お
い
て
取

得
さ
れ
た
事
業
の
単
位
が
複
数
の
場
合

は
、
取
得
の
対
価
が
お
お
む
ね
独
立
し
て

決
定
さ
れ
、
か
つ
取
得
後
も
内
部
管
理
上

独
立
し
た
業
績
報
告
が
行
わ
れ
る
単
位
で

の
れ
ん
を
各
事
業
に「
分
割
」す
る（「
固
定

資
産
の
減
損
に
係
る
会
計
基
準
」（
以
下
、

「
減
損
会
計
基
準
」と
い
う
）二
８
、
固
定

資
産
の
減
損
に
係
る
会
計
基
準
注
解（
以

下
、「
減
損
会
計
基
準
注
解
」と
い
う
）（
注

９
）、
企
業
会
計
基
準
適
用
指
針
６
号「
固

定
資
産
の
減
損
に
係
る
会
計
基
準
の
適
用

指
針
」（
以
下
、「
減
損
適
用
指
針
」と
い
う
）

51
項
）。

減
損
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
原
則
と

し
て
、
分
割
さ
れ
た
の
れ
ん
が
帰
属
す
る

事
業
に
関
連
す
る
複
数
の
資
産
グ
ル
ー
プ

に
の
れ
ん
を
加
え
た
、
よ
り
大
き
な
単
位

で
行
う（
減
損
会
計
基
準
二
８
、
減
損
適

用
指
針
52
項
）。
た
と
え
ば
、
子
会
社
Ａ

社
を
取
得
し
た
際
に
発
生
し
た
の
れ
ん
の

減
損
の
認
識
の
判
定
に
つ
い
て
、
連
結
財

務
諸
表
上
、
Ａ
社
を
１
つ
の
資
産
グ
ル
ー

プ
と
し
て
い
る
場
合
は
、
Ａ
社
の
保
有
す

る
固
定
資
産
に
の
れ
ん
を
加
え
た「
よ
り

大
き
な
単
位
」で
減
損
の
兆
候
判
定
を
行

う
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
の
れ
ん
の
帳
簿
価
額
を
関
連

す
る
資
産
グ
ル
ー
プ
に
合
理
的
な
基
準
で

配
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
の

れ
ん
の
帳
簿
価
額
を
各
資
産
グ
ル
ー
プ
に

「
配
分
」し
た
う
え
で
、
減
損
の
検
討
を
行

う
こ
と
も
で
き
る（
減
損
会
計
基
準
二
８
、

減
損
適
用
指
針
53
項
）。

②　

減
損
の
兆
候　

前
記
⑴
の
と
お
り
、
の
れ
ん
は
企
業
ま

た
は
事
業
の
取
得
原
価
と
取
得
し
た
資

産
・
負
債
の
純
額
と
の
差
額
で
あ
り
、
の

れ
ん
自
体
を
直
接
取
得
す
る
も
の
で
は
な

い
た
め
、
過
大
取
得
の
場
合
を
除
き
、
の

れ
ん
単
独
で
減
損
の
兆
候
が
あ
る
か
ど
う

か
を
判
断
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
原
則

と
し
て
の
れ
ん
が
帰
属
す
る
事
業
や
資
産

グ
ル
ー
プ
の
減
損
の
兆
候
で
判
断
す
る
こ

と
に
な
る
。
の
れ
ん
を
含
む
よ
り
大
き
な

単
位
に
つ
い
て
、
図
表
１
の
例
示
の
よ
う

な
事
象
が
あ
る
場
合
は
、
の
れ
ん
に
減
損

の
兆
候
が
あ
る
こ
と
と
な
り
、
よ
り
大
き

な
単
位
で
減
損
損
失
を
認
識
す
る
か
ど
う

か
の
判
定
を
行
う（
減
損
会
計
基
準
注
解

（
注
７
）、
減
損
適
用
指
針
17
項
）。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
例
示
の
ほ
か
、
子
会
社
株
式
を

売
却
す
る
予
定
が
あ
り
、
個
別
財
務
諸
表

上
、
売
却
損
が
発
生
す
る
見
込
み
が
あ
る

場
合
で
、
そ
の
損
失
の
原
因
が
子
会
社
の

超
過
収
益
力
の
低
下
に
よ
る
場
合
に
は
、

減
損
の
兆
候
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

各
企
業
の
決
算
実
務
上
は
、
図
表
１
の

例
示
や
そ
の
他
の
事
象
を
含
む
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
等
に
よ
り
、
網
羅
的
に
兆
候
の
有

無
を
識
別
す
る
体
制
が
必
要
と
な
り
、
監

査
法
人
等
に
よ
る
監
査
に
お
い
て
も
各
企

業
の
検
討
状
況
の
検
証
を
含
め
、
慎
重
な

検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

（図表１）　日本基準におけるのれんの減損の兆候の例示

■一般的な固定資産の減損の兆候の例示（減損適用指針12項～15項）
①　のれんが帰属する事業につき、のれん償却費考慮後の営業活動から生ずる損益等が継続してマイナス
の場合
②　のれんを含むより大きな単位に含まれる資産につき、使用範囲または方法について回収可能価額を著
しく低下させる変化がある場合
③　のれんが帰属する事業の経営環境の著しい悪化の場合
④　のれんを含むより大きな単位に含まれる主要な資産や土地などの市場価格の著しい下落

■のれん特有の減損の兆候の例示（減損適用指針76項、結合分離適用指針77項）
⑤　取得原価のうち、のれんやのれん以外の無形資産に配分された金額が相対的に多額になる場合
⑥　被取得企業の時価総額を超えて多額のプレミアムが支払われた場合や、取得時に明らかに識別可能な
オークションまたは入札プロセスが存在していた場合
※⑤、⑥は、のれん発生時に減損の兆候が識別される

③　

減
損
の
認
識
の
判
定

前
記
①
の
と
お
り
、
の
れ
ん
の
減
損
の

認
識
を
す
る
か
ど
う
か
の
判
定
は
、
原
則

と
し
て
の
れ
ん
が
帰
属
す
る
事
業
に
関
連

す
る
複
数
の
資
産
グ
ル
ー
プ
に
の
れ
ん
を

実務解説
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加
え
た「
よ
り
大
き
な
単
位
」で
行
う
。
の

れ
ん
が
帰
属
す
る
事
業
に
減
損
の
兆
候
が

あ
る
場
合
、
の
れ
ん
が
帰
属
す
る
事
業
に

関
連
す
る
複
数
の
資
産
グ
ル
ー
プ
に
の
れ

ん
を
加
え
た「
よ
り
大
き
な
単
位
」の
帳
簿

価
額
が
、
当
該「
よ
り
大
き
な
単
位
」が
生

み
出
す
割
引
前
将
来
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ

ロ
ー
を
超
過
し
て
い
る
と
き
に
、
の
れ

ん
の
減
損
損
失
が
認
識
さ
れ
る（
減
損
会

計
基
準
二
８
、
減
損
適
用
指
針
52
項
⑴

⑵
）。「
よ
り
大
き
な
単
位
」の
割
引
前
将
来

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
算
定
期
間
は
、
原

則
と
し
て
、の
れ
ん
の
残
存
償
却
年
数（
の

れ
ん
が
複
数
あ
る
場
合
に
は
、
の
れ
ん
全

体
の
帳
簿
価
額
の
う
ち
、
そ
の
帳
簿
価
額

が
大
き
な
割
合
を
占
め
る
の
れ
ん
の
残
存

償
却
年
数
）と
20
年
の
い
ず
れ
か
短
い
ほ

う
と
す
る（
減
損
適
用
指
針
37
項
⑷
）。
当

該
検
討
手
順
に
つ
い
て
図
表
２
を
用
い
て

解
説
す
る
。
減
損
の
兆
候
が
あ
り
、
認
識

判
定
を
す
る
事
業
に
つ
い
て
、
の
れ
ん
の

帳
簿
価
額（
３
０
０
）に
そ
れ
以
外
の
固
定

資
産
の
帳
簿
価
額（
７
０
０
）を
加
え
た

「
よ
り
大
き
な
単
位
」の
帳
簿
価
額（
１
、

０
０
０
）と
割
引
前
将
来
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー
（
９
０
０
）を
比
較
し
た
結
果
、

帳
簿
価
額
が
割
引
前
将
来
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー
を
超
過
し
て
い
る
た
め
、
減
損
の

認
識
が
必
要
と
判
定
さ
れ
る
。

各
企
業
の
決
算
実
務
上
、
割
引
前
将
来

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
算
定
の
基
礎
と
な

る
将
来
の
事
業
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
取
締
役
会
等
に
お
い
て
適
切
な
承
認

が
行
わ
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
合
理
的

で
説
明
可
能
な
仮
定
お
よ
び
予
測
に
基
づ

く
こ
と
が
求
め
ら
れ（
減
損
適
用
指
針
36

項
）、
将
来
の
不
確
実
性
を
ど
の
程
度
反

映
す
る
か
に
つ
い
て
高
度
な
判
断
を
行
う

必
要
が
あ
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
監
査

法
人
等
に
よ
る
監
査
に
お
い
て
、
会
計
上

の
見
積
り
に
関
わ
る
項
目
で
あ
る
こ
と
か

ら
よ
り
慎
重
な
検
討
が
行
わ
れ
、
企
業
と

し
て
将
来
の
見
積
り
の
仮
定
や
数
値
の
算

定
方
法
に
つ
い
て
、
十
分
な
根
拠
を
も
っ

て
合
理
性
を
説
明
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

る
。
の
れ
ん
の
減
損
の
場
合
は
、
他
の
固

定
資
産
の
減
損
よ
り
も
、
検
討
対
象
と
す

る
帳
簿
価
額
や
将
来
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ

ロ
ー
の
金
額
が
大
き
く
な
っ
た
り
、
不
確

実
性
が
よ
り
高
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も

多
く
、
よ
り
一
層
の
慎
重
な
対
応
が
必
要

と
な
る
こ
と
が
多
い
。

④　

減
損
の
測
定

前
記
③
の
検
討
の
結
果
、
認
識
が
必
要

と
な
っ
た
場
合
、「
よ
り
大
き
な
単
位
」の

回
収
可
能
価
額（
使
用
価
値
ま
た
は
正
味

売
却
価
額
の
高
い
ほ
う
）を
算
定
し
、
そ

の
額
が「
よ
り
大
き
な
単
位
」の
帳
簿
価
額

を
超
過
し
た
額
の
う
ち
、
の
れ
ん
を
加
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
増
加
し
た
額
を
の
れ

ん
の
減
損
損
失
と
し
て
計
上
す
る
こ
と

に
な
る（
減
損
会
計
基
準
二
８
、
減
損
適

用
指
針
52
項
⑶
～
⑸
）。
な
お
、
使
用
価

値
の
算
定
の
た
め
に
将
来
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー
を
見
積
る
期
間
は
、
原
則
と
し

て
、
の
れ
ん
の
残
存
償
却
年
数
と
さ
れ
る

（
減
損
適
用
指
針
37
項
⑷
ま
た
書
き
）。
す

な
わ
ち
、「
よ
り
大
き
な
単
位
」の
の
れ
ん

の
残
存
償
却
年
数
の
間
の
将
来
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
お
よ
び
の
れ
ん
の
残
存
償

却
年
数
経
過
時
の
固
定
資
産
の
正
味
売
却

価
額
を
合
計
す
る
こ
と
と
な
り（
減
損
適

（図表2）  日本基準におけるのれんの認識・測定

有形固定資産 500

無形固定資産
（のれん以外） 200

のれん 300

認識必要

減損損失
計上額

400

合計 1,000

対象事業 帳簿価額 認識判定 測定

割引前将来CF
900

（<1,000）

回収可能
価額
600よ

り
大
き
な
単
位
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用
指
針
38
項
）、
減
損
損
失
の
測
定
に
お

い
て
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
バ
リ
ュ
ー
、
す
な

わ
ち
、
企
業
が
永
続
す
る
前
提
に
基
づ
き

将
来
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
見
積
期
間
以

降
に
生
じ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
割

引
現
在
価
値
を
使
用
す
る
取
扱
い
は
会
計

基
準
上
、
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。

減
損
の
測
定
の
手
順
を
図
表
２
を
用

い
て
解
説
す
る
。
減
損
の
認
識
が
必
要

と
さ
れ
た「
よ
り
大
き
な
単
位
」の
帳
簿

価
額（
１
、０
０
０
）が
回
収
可
能
価
額

（
６
０
０
）を
超
過
す
る
額（
４
０
０
）が
減

損
損
失
の
計
上
額
と
な
る
。
減
損
損
失
計

上
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
の
れ
ん
を
減
損

し（
３
０
０
）、
残
っ
た
額（
１
０
０
）を
そ

れ
以
外
の
固
定
資
産
に
適
切
に
配
分
す
る

こ
と
に
な
る
。

減
損
損
失
の
測
定
は
決
算
数
値
に
直
接

影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
各
企
業
の
決
算
実

務
上
は
、
減
損
損
失
の
算
定
の
正
確
性
が

求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
合
理
的
な
配
分

方
法
に
つ
い
て
も
十
分
な
検
討
が
必
要
と

な
る
。

⑤　

非
支
配
株
主
持
分
が
あ
る
場
合
の

取
扱
い

日
本
基
準
上
、
非
支
配
株
主
持
分
が
存

在
す
る
場
合
の
の
れ
ん
の
減
損
に
つ
い

て
、
特
段
の
定
め
は
設
け
ら
れ
て
い
な

い
。
な
お
、
日
本
基
準
上
、
全
部
の
れ
ん

ア
プ
ロ
ー
チ
は
採
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
購

入
の
れ
ん
ア
プ
ロ
ー
チ
の
み
認
め
ら
れ
る

た
め
、
親
会
社
持
分
に
対
応
す
る
部
分
の

み
が
連
結
貸
借
対
照
表
上「
の
れ
ん
」と

し
て
計
上
さ
れ
る（
企
業
会
計
基
準
22
号

「
連
結
財
務
諸
表
に
関
す
る
会
計
基
準
」24

項
）。
一
方
、
の
れ
ん
の
減
損
認
識
判
定
・

測
定
時
に
は
、
の
れ
ん
を
含
む「
よ
り
大

き
な
単
位
」の
将
来
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー

を
算
定
す
る
こ
と
の
み
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
非
支
配
株
主
持
分
を
除
外
し
て
親
会

社
持
分
に
対
応
す
る
金
額
の
み
が
算
定
さ

れ
る
よ
う
に
調
整
す
る
こ
と
は
求
め
ら
れ

て
い
な
い
。

⑥　

開　

示

日
本
基
準
上
、
減
損
損
失
を
計
上
し
た

場
合
に
は
、（
連
結
）損
益
計
算
書
の
注
記

と
し
て
、
所
定
の
開
示
が
必
要
と
な
る
。

の
れ
ん
の
減
損
の
場
合
に
お
い
て
も
、
他

の
固
定
資
産
と
同
様
の
項
目
に
つ
い
て
注

記
す
る
こ
と
と
な
り
、
の
れ
ん
特
有
の
注

記
項
目
は
特
段
定
め
ら
れ
て
い
な
い（
減

損
会
計
基
準
四
３
、減
損
適
用
指
針
58
項
、

59
項
）。
ま
た
、
の
れ
ん
の
減
損
の
認
識
・

測
定
に
係
る
将
来
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー

の
算
定
に
つ
い
て
、
企
業
会
計
基
準
31
号

「
会
計
上
の
見
積
り
の
開
示
に
関
す
る
会

計
基
準
」に
基
づ
き
、
会
計
上
の
見
積
り

の
開
示
の
対
象
と
な
る
こ
と
も
多
く
み
ら

れ
る
。

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
会
計
基
準
に

お
け
る
の
れ
ん
の
減
損

⑴
　
概
　
要

現
行
の
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
会
計
基
準
上
、
非
金

融
資
産
の
減
損
テ
ス
ト
を
ど
の
よ
う
に
行

う
か
、
ま
た
減
損
判
定
に
お
い
て
用
い
ら

れ
る
各
数
値
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
は
、

Ｉ
Ａ
Ｓ
36
号「
資
産
の
減
損
」（
以
下
、「
Ｉ

Ａ
Ｓ
36
号
」と
い
う
）で
詳
細
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。
の
れ
ん
の
減
損
に
つ
い
て
も
、

こ
の
定
め
に
従
っ
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

20
年
以
上
前
で
あ
る
が
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
３

号「
企
業
結
合
」（
以
下
、「
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
３
号
」

と
い
う
）の
前
身
で
あ
る
Ｉ
Ａ
Ｓ
22
号「
企

業
結
合
」は
、
取
得
し
た
の
れ
ん
を
最
善

の
見
積
り
と
し
て
算
定
し
た
耐
用
年
数
で

規
則
的
な
方
法
に
よ
り
償
却
す
る
こ
と
を

求
め
て
お
り
、
そ
の
耐
用
年
数
は
当
初
認

識
か
ら
20
年
を
超
え
な
い
と
い
う
反
証
可

能
な
推
定
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
の
う
え

で
、こ
の
推
定
が
反
証
さ
れ
た
場
合
に
は
、

取
得
し
た
の
れ
ん
に
つ
い
て
、
改
訂
前
の

Ｉ
Ａ
Ｓ
36
号
に
従
い
、
減
損
の
兆
候
が
な

い
場
合
で
も
少
な
く
と
も
各
期
末
に
減
損

テ
ス
ト
を
行
う
こ
と
を
求
め
て
い
た
。

し
か
し
、
２
０
０
４
年
の
現
行
の
企
業

結
合
に
関
す
る
基
準
で
あ
る
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
３

号
の
起
草
時
に
、
取
得
し
た
の
れ
ん
の
耐

用
年
数
お
よ
び
の
れ
ん
が
減
少
す
る
パ

タ
ー
ン
は
予
測
が
難
し
く
、
そ
の
償
却
が

恣
意
的
な
も
の
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と

の
意
見
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
厳
格
で

運
用
可
能
な
減
損
テ
ス
ト
に
よ
り
、
企
業

の
財
務
諸
表
利
用
者
に
有
用
な
情
報
が
提

供
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
考
え
の
も
と
、

こ
れ
ら
の
基
準
は
置
き
換
え
ら
れ
た
。

現
行
基
準
上
は
、
他
の
非
金
融
資
産
と

は
異
な
り
、
の
れ
ん
は
償
却
さ
れ
な
い
。

そ
の
代
わ
り
、
の
れ
ん
の
帳
簿
価
額
が
回

収
可
能
価
額
を
超
え
な
い
こ
と
を
確
保
す

る
た
め
、
減
損
の
兆
候
が
あ
る
場
合
の
み

で
な
く
毎
年
減
損
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
る
。

さ
ら
に
自
己
創
設
の
れ
ん
の
計
上
を
阻
止

す
べ
く
、
の
れ
ん
の
減
損
損
失
の
戻
入
れ

は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
厳
格
な
要
求
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
、
他
の
非
金
融
資
産
の
減

損
テ
ス
ト
と
異
な
る
点
と
し
て
は
、
減
損

テ
ス
ト
の
内
容
に
関
す
る
詳
細
な
開
示
要

求
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
企
業
に

よ
っ
て
行
わ
れ
る
減
損
テ
ス
ト
の
信
頼
性

を
財
務
諸
表
利
用
者
が
評
価
す
る
た
め
の

情
報
提
供
を
目
的
と
し
て
お
り
、
注
記
内

容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。た
と
え
ば
、

の
れ
ん
の
帳
簿
価
額
や
回
収
可
能
価
額
の

算
定
基
礎
が
処
分
コ
ス
ト
控
除
後
の
公
正

実務解説
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価
値
か
使
用
価
値
か
の
開
示
が
求
め
ら
れ

る
。
ま
た
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
予
測

の
基
礎
と
な
る
主
要
な
仮
定
、
予
算
や
予

測
に
基
づ
い
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
予

測
を
行
っ
た
期
間
、
成
長
率
な
ど
が
開
示

さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
主
要
な
仮
定
が
ど

の
程
度
変
化
し
た
際
に
減
損
が
生
じ
始
め

る
か
を
示
す
安
全
余
裕
度
に
関
す
る
事
項

ま
で
開
示
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

⑵
　
そ
の
他
の
特
徴

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
会
計
基
準
で
は
の
れ
ん
特
有

の
厳
格
な
減
損
テ
ス
ト
の
運
用
や
開
示
に

加
え
、
以
下
の
よ
う
な
減
損
テ
ス
ト
の
特

徴
も
あ
る
。

①　

の
れ
ん
の
配
分

ま
ず
、
の
れ
ん
は
減
損
テ
ス
ト
の
目
的

上
、
企
業
結
合
の
シ
ナ
ジ
ー
に
よ
る
便
益

が
生
じ
る
と
期
待
さ
れ
る
個
々
の
資
金
生

成
単
位
ま
た
は
資
金
生
成
単
位
グ
ル
ー
プ

に
配
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
資
金
生
成

単
位
ま
た
は
資
金
生
成
単
位
グ
ル
ー
プ
に

被
取
得
企
業
の
そ
の
他
の
資
産
ま
た
は
負

債
が
配
分
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
問
わ

な
い
。
ま
た
、
の
れ
ん
が
配
分
さ
れ
る
資

金
生
成
単
位
ま
た
は
資
金
生
成
単
位
グ

ル
ー
プ
は
、
の
れ
ん
を
内
部
管
理
目
的
で

監
視
す
る
最
小
の
単
位
か
つ
、
事
業
セ
グ

メ
ン
ト
よ
り
も
大
き
く
な
い
こ
と
が
必

要
条
件
と
な
っ
て
い
る（
Ｉ
Ａ
Ｓ
36
号
80

項
）。
さ
ら
に
企
業
結
合
時
の
の
れ
ん
の

配
分
が
、
企
業
結
合
が
行
わ
れ
た
会
計
年

度
末
ま
で
に
完
了
で
き
な
い
場
合
に
は
、

翌
会
計
年
度
末
ま
で
に
完
了
さ
せ
る
必
要

が
あ
る（
Ｉ
Ａ
Ｓ
36
号
84
項
）。

②　

減
損
テ
ス
ト
の
方
法

前
述
の
と
お
り
、
の
れ
ん
の
減
損
テ
ス

ト
は
毎
年
実
施
さ
れ
、
減
損
の
兆
候
が
あ

る
場
合
は
追
加
で
減
損
テ
ス
ト
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
る
。
減
損
の
兆
候
に
つ
い
て

は
、
外
部
要
因
、
内
部
要
因
お
よ
び
子
会

社
、
共
同
支
配
企
業
ま
た
は
関
連
会
社
か

ら
の
配
当
に
分
類
し
て
例
示
列
挙
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
兆
候
例
は
最

低
限
の
例
示
で
あ
り
、
す
べ
て
の
減
損
の

兆
候
を
網
羅
し
て
い
な
い
こ
と
が
強
調
さ

れ
て
い
る
た
め（
Ｉ
Ａ
Ｓ
36
号
12
項
、
13

項
）、
広
範
囲
に
及
ぶ
減
損
の
兆
候
が
総

合
的
に
判
断
さ
れ
る
。
特
に
報
告
企
業
の

純
資
産
の
帳
簿
価
額
が
、
そ
の
企
業
の
株

式
時
価
総
額
を
超
過
し
て
い
る
場
合
に

も
、
減
損
の
兆
候
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

留
意
が
必
要
と
な
る
。

次
に
減
損
テ
ス
ト
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
１

段
階
ア
プ
ロ
ー
チ
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
減
損
の
兆
候
が
存
在
す
る
場

合
に
は
、
回
収
可
能
価
額
を
算
定
し
、
資

産
の
帳
簿
価
額
が
そ
の
回
収
可
能
価
額
を

上
回
る
場
合
に
差
額
を
減
損
損
失
と
し
て

認
識
・
測
定
す
る
こ
と
に
な
る（
Ｉ
Ａ
Ｓ

36
号
９
項
、
59
項
）。
こ
の
回
収
可
能
価

額
は
、
①
処
分
コ
ス
ト
控
除
後
の
公
正
価

値
と
②
使
用
価
値（
処
分
価
値
を
含
め
、

使
用
を
通
じ
て
発
生
す
る
将
来
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
現
在
価
値
）の
う
ち
い

ず
れ
か
高
い
金
額
と
な
る（
Ｉ
Ａ
Ｓ
36

号
18
項
）。
ま
た
、
使
用
価
値
算
定
上
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
見
積
り
に
お
い

て
、
図
表
３
の
よ
う
な
制
限
が
加
え
ら
れ

て
い
る
。

③　

の
れ
ん
の
減
損
損
失
額
の
算
定

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
会
計
基
準
に
お
い
て
も
回
収

可
能
価
額
が
帳
簿
価
額
を
下
回
っ
て
い
る

場
合
、
当
該
差
額
を
減
損
損
失
と
し
て
計

上
す
る
。
た
だ
し
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
会
計
基
準

で
は
、
企
業
結
合
時
の
の
れ
ん
の
算
定
に

全
部
の
れ
ん
ア
プ
ロ
ー
チ
と
購
入
の
れ
ん

ア
プ
ロ
ー
チ
の
選
択
適
用
が
認
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
減
損
損
失
の
算
定
に

お
い
て
は
購
入
の
れ
ん
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採

用
し
て
お
り
、
か
つ
、
非
支
配
持
分
が
存

在
す
る
場
合
は
、
グ
ロ
ス
ア
ッ
プ
調
整
を

し
て
か
ら
減
損
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
配
分

後
、
親
会
社
持
分
の
み
を
減
損
損
失
と
し

て
認
識
す
る
方
法
が
示
さ
れ
て
い
る（
Ｉ

Ａ
Ｓ
36
号
Ｃ
４
項
、
Ｃ
８
項
）。

⑶
　
今
後
の
展
開

現
在
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は「
企
業
結
合
―
開

示
、
の
れ
ん
及
び
減
損
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
て
い
る
。当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

企
業
が
行
う
企
業
結
合
に
つ
い
て
、
合
理

的
な
コ
ス
ト
で
、
財
務
諸
表
利
用
者
に
よ

り
有
用
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
の
れ
ん
の
償
却
を
再
導
入

す
る
か
ど
う
か
を
含
む
の
れ
ん
の
事
後
の

会
計
処
理
に
つ
い
て
も
検
討
が
行
わ
れ
て

い
た
が
、
の
れ
ん
の
償
却
の
再
導
入
を
行

（図表３）　使用価値算定におけるキャッシュ・フローの見積りの制限
・キャッシュ・フロー予測は、経営者が承認した直近の財務予算・予測を基礎としなければな

らないが、将来のリストラクチャリングまたは資産の機能を改善または拡張することから生じ
ることが予想される将来のキャッシュ・インフローまたはアウトフローの見積りを除外しなけ
ればならない（IAS36号33項⒝）。

・キャッシュ・フロー予測のうち、経営者が承認した直近の財務予算・予測を基礎とした期間は、
より長い期間を正当化し得ない限り、最長でも5年間でなければならない（IAS36号33項⒝）。

・キャッシュ・フロー予測のうち、経営者が承認した直近の予算・予測の期間を超えた部分
は、逓増率が正当化できる場合を除き、後続の年度に対し一定のまたは逓減する成長率を使
用した予算・予測に基づくキャッシュ・フロー予測を推測して延長することで見積る。さらに
この成長率は、より高い成長率を正当化し得ない限り、企業が営業活動をしている製品、産
業もしくは国、または当該資産が使用されている市場の、長期平均成長率を超えてはならない

（IAS36号33項⒞）。
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わ
な
い
等
の
暫
定
決
定
を
経
て
、
現
在
は

２
０
２
４
年
３
月
に
公
表
し
た
公
開
草
案

へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
分
析
、
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

公
開
草
案
の
内
容
は
大
き
く
分
け
る

と
、
①
企
業
結
合
に
関
す
る
新
た
な
開
示

要
求
の
追
加
と
、
②
減
損
テ
ス
ト
に
関
す

る
改
善
の
２
つ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
改
訂
内
容
の
う
ち
、
②
の
減
損
テ
ス
ト

に
関
す
る
改
善
は
、
の
れ
ん
の
減
損
損
失

が
認
識
さ
れ
る
の
が
遅
す
ぎ
る
場
合
が
あ

る
こ
と
、
お
よ
び
、
の
れ
ん
を
含
ん
だ
資

金
生
成
単
位
の
減
損
テ
ス
ト
は
複
雑
で
時

間
と
コ
ス
ト
を
要
す
る
こ
と
に
対
応
し
た

も
の
で
あ
り
、
主
に
図
表
４
の
よ
う
な
改

訂
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

日
本
基
準
と
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
会

計
基
準
に
お
け
る
の
れ
ん

の
減
損
の
比
較

こ
こ
ま
で
で
日
本
基
準
お
よ
び
Ｉ
Ｆ
Ｒ

Ｓ
会
計
基
準
に
お
け
る
の
れ
ん
の
減
損
を

解
説
し
て
き
た
が
、
そ
の
相
違
点
を
ま
と

め
た
も
の
が
図
表
５
で
あ
る
。
決
算
数
値

へ
の
影
響
と
し
て
は
、
日
本
基
準
で
は
、

兆
候
を
識
別
し
た
と
き
の
み
認
識
の
判
定

を
行
う
た
め
減
損
損
失
額
が
多
額
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
一
方
、
償
却
が
進
ん
で
い

る
場
合
に
は
帳
簿
価
額
が
減
少
し
て
い
る

た
め
減
損
損
失
が
小
さ
く
な
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
。
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
会
計
基
準
で
は
償

却
を
行
わ
な
い
分
、
減
損
を
行
っ
た
際
の

計
上
額
が
多
額
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

が
、
毎
年
減
損
テ
ス
ト
を
行
う
こ
と
に
よ

り
早
期
に
減
損
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
部
分

的
に
減
損
が
行
わ
れ
る
可
能
性
も
増
加
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。

決
算
実
務
上
の
対
応
と
し
て
は
、
Ｉ
Ｆ

Ｒ
Ｓ
会
計
基
準
の
ほ
う
が
の
れ
ん
の
減
損

テ
ス
ト
の
頻
度
が
高
い
た
め
、
将
来
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
や
割
引
率
の
算
定
、
そ
れ

ら
に
基
づ
い
た
評
価
書（
バ
リ
ュ
エ
ー
シ
ョ

ン
・
レ
ポ
ー
ト
）の
入
手
等
の
工
数
や
費
用

（図表４）　公開草案における減損テストの改善に係る主な改訂提案内容

・のれんが減損から遮蔽（シールディング）されることを軽減すべく、のれんの資金生成単位または資金生成単位
グループへの配分方法を明確化する。具体的には、現行基準では企業がのれんを配分する可能性がある最も大
きいレベル（すなわち、事業セグメント）が定められているが、IASBはこのレベルがデフォルトではないことを明
示しようとしている。のれんは独立してキャッシュ・インフローを生み出さない資産であることから、資産グルー
プの一部として間接的に減損テストが行われる。その場合、資産グループ全体の回収可能価額が帳簿価額を上
回っていることにより、仮にのれんの価値が減少していても、結果としてのれんが減損されないシールディング
効果の軽減を狙ったものである。

・減損テストのコストおよび複雑性に関する懸念への対応のため、使用価値の計算におけるいまだ確約していな
い将来のリストラクチャリングまたは資産の拡張から生じるキャッシュ・フローを含めることに対する制限の撤
廃、および使用価値を税引前のベースで計算するという要求事項の削除を提案している。なお、減損テストの
頑健性の確保については、資産の現在の状態で評価することや企業の経営者が承認した予算・予測を基礎とす
ること、予測は合理的で裏づけ可能な仮定を基礎とすることなどの制限を変更しないことで十分に対応できる
と考えている。

（図表５）  日本基準およびIFRS会計基準におけるのれんの減損の比較
日本基準 IFRS会計基準 差異

のれんの減損検討が
必要となる状況

・兆候がある場合にのみ認
識の判定が必要

・兆候の例示あり（数値基
準を含む）

・毎年、減損テスト実施（兆
候識別時には期中でも実
施）

・兆候の例示あり（数値基
準を含まない）

・IFRS会計基準では兆候の
有無にかかわらず毎年減損
テスト実施

・IFRS会計基準の兆候の例
示は日本基準よりも広範囲

減損の認識・測定の
方法 ・2段階アプローチ ・1段階アプローチ

IFRS会計基準は、毎年、回
収可能価額（処分コスト控除
後の公正価値または使用価
値の高いほう）を算定

のれんの減損検討の
単位

・原則：より大きな単位で
検討

・例外：各資産グループに
配分

・各資金生成単位（または
各資金生成単位グルー
プ）に配分

IFRS会計基準のほうが減損
検討の単位が小さくなる場合
がある

非支配株主持分があ
る場合の減損の認識・
測定

・購入のれんアプローチの
みが認められる

・非支配株主持分が存在
する場合の特段の定めは
ない

・購入のれんアプローチを
採用しており、非支配持
分が存在する場合は、グ
ロスアップ調整をしてか
ら減損テストを実施

減損損失の計上額について、
差異が生じる可能性がある

のれんの減損に関す
る開示

・通常の固定資産の減損と
同様の開示

・他の非金融資産の減損よ
りも詳細な開示

IFRS会計基準のほうが広範
囲な開示が必要になる可能
性がある

実務解説
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が
多
く
発
生
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
ま

た
、
監
査
法
人
等
に
よ
る
監
査
時
間
も
多

く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
一
方
、
日

本
基
準
で
は
兆
候
が
識
別
さ
れ
た
と
き
に

認
識
判
定
を
行
う
た
め
、
よ
り
慎
重
な
決

算
上
の
検
討
や
監
査
上
の
対
応
が
必
要
と

な
る
場
合
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　日
本
基
準
に
の
れ
ん
の
非

償
却
ま
た
は
の
れ
ん
償
却

額
の
営
業
外
費
用
表
示
が

導
入
さ
れ
た
場
合
の
影
響

日
本
基
準
に
の
れ
ん
の
非
償
却
ま
た
は

の
れ
ん
償
却
額
の
営
業
外
費
用
表
示
が
導

入
さ
れ
る
か
ど
う
か
の
議
論
は
開
始
さ
れ

た
段
階
で
あ
る
が
、
仮
に
導
入
さ
れ
た
場

合
に
想
定
さ
れ
る
影
響
を
解
説
す
る
。
な

お
、
現
時
点
に
お
い
て
非
償
却
導
入
時
の

具
体
的
な
会
計
処
理
の
定
め
に
関
す
る
本

格
的
な
議
論
は
開
始
さ
れ
て
い
な
い
が
、

本
稿
で
は
、
現
行
の
定
め
か
ら
、
毎
年
減

損
の
認
識
判
定
を
行
う
点
の
改
正
の
み
が

行
わ
れ
る
と
仮
定
し
て
い
る
。

⑴
　
決
算
へ
の
影
響

の
れ
ん
の
非
償
却
が
導
入
さ
れ
た
場

合
、
現
行
基
準
と
比
べ
て
、
毎
期
の
営
業

利
益
は
増
加
す
る
。
一
方
、
の
れ
ん
の
帳

簿
価
額
は
償
却
に
よ
る
減
少
が
な
い
た

め
、減
損
を
認
識
す
る
際
の
減
損
損
失（
特

別
損
失
）の
計
上
額
が
多
額
に
な
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
減
損
の
兆
候

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
毎
年
減
損
の
認
識

判
定
を
行
う
た
め
、
現
行
基
準
よ
り
も
早

期
に
減
損
損
失
が
計
上
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
、
ま
た
、
部
分
的
に
減
損
す
る
ケ
ー
ス

が
増
加
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
２
段
階
ア
プ
ロ
ー
チ
が
変
更

さ
れ
な
け
れ
ば
、
認
識
の
判
定
時
に
割
引

前
将
来
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
に
よ
る
検

討
を
行
う
た
め
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
会
計
基
準
よ

り
は
減
損
が
認
識
さ
れ
づ
ら
い
と
考
え
ら

れ
る
。

ま
た
、
の
れ
ん
償
却
額
を
営
業
外
費
用

に
表
示
す
る
場
合
、
毎
期
の
営
業
損
益
が

増
加
す
る
。

⑵
　
実
務
上
の
対
応
へ
の
影
響

の
れ
ん
の
非
償
却
が
導
入
さ
れ
た
場
合

に
は
、
減
損
の
兆
候
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
毎
年
減
損
の
認
識
の
判
定
を
行
う
こ

と
に
な
る
た
め
、
割
引
前
将
来
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
算
定
や
正
味
売
却
価
額

算
定
の
た
め
の
資
産
の
鑑
定
評
価
の
入
手

な
ど
に
係
る
時
間
や
費
用
の
増
加
が
想
定

さ
れ
、
ま
た
、
監
査
時
間
も
増
加
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
、
の
れ
ん
が
計
上
さ
れ
て
い
る
期

間
は
、
減
損
の
認
識
の
判
定
が
毎
年
必
要

な
た
め
、
将
来
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の

見
積
り
、
正
味
売
却
価
額
の
算
定
等
を
含

め
、
必
要
十
分
な
手
続
を
適
切
に
行
う
内

部
統
制
が
必
要
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

加
え
て
、
⑴
に
記
載
の
と
お
り
、
非
償

却
に
よ
り
検
討
対
象
と
す
る
の
れ
ん
の
帳

簿
価
額
が
大
き
く
な
り
、
減
損
の
認
識
が

必
要
に
な
っ
た
場
合
の
減
損
損
失
の
計
上

額
も
大
き
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
決

算
へ
の
影
響
が
大
き
く
な
る
。こ
の
た
め
、

現
行
基
準
と
比
較
し
て
、
よ
り
一
層
精
緻

な
事
業
計
画
を
策
定
し
て
、
慎
重
な
検
討

が
必
要
と
な
る
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ

る
。お

わ
り
に

２
０
２
５
年
７
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た

企
業
会
計
基
準
諮
問
会
議
に
お
い
て
、
経

済
同
友
会
な
ど
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、「
の

れ
ん
の
非
償
却
の
導
入
」に
関
す
る
議
論

が
さ
れ
、
ま
ず
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
関
係
者

等
の
意
見
聴
取
を
企
業
会
計
基
準
委
員
会

に
依
頼
す
る
方
針
が
示
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
２
０
２
５
年
8
月
12
日

に
1
回
目
の
公
聴
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ

こ
で
は
、
の
れ
ん
の
減
損
に
関
す
る
も
の

と
し
て
、
の
れ
ん
の
非
償
却
が
導
入
さ
れ

た
場
合
、
の
れ
ん
の
減
損
の
時
期
や
金
額

に
関
す
る
経
営
者
の
裁
量
が
従
前
よ
り
も

拡
大
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
や
内
部
統
制
の
重
要
性
が
増

す
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
意
見
な
ど
が

聞
か
れ
た
が
、
今
後
さ
ら
に
議
論
が
活
発

化
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
今
後
の
議

論
の
動
向
に
注
視
す
る
と
と
も
に
、
決
算

数
値
お
よ
び
決
算
実
務
へ
の
影
響
に
つ
い

て
も
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
有

用
と
考
え
ら
れ
る
。
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